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真
室
川
町
長
　
３
期
目
の
所
信
表
明 

（11月30日就任） 

町長  井 上　 薫 

　
三
期
目
の
町
長
就
任
に
あ
た
り
、
多
く
の
町

民
の
皆
様
か
ら
力
強
い
激
励
と
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
私
の
政
治
姿
勢
と
信
条
で
あ
る
「
小
さ
い
な

が
ら
も
、
地
域
の
隅
々
ま
で
き
め
細
や
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
す
べ
て
の
町
民
が
安
全

・
安
心
し
て
将
来
に
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
継
続
し
、
第
５
次
総
合
計
画
で
定
め
た

将
来
像
「
人
が
輝
き  
町
が
輝
き
　
未
来
が
輝

く
　
ま
む
ろ
川
」を
目
指
し
、「
人
と
地
域
と
自

然
が
輝
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢

と
し
て
、
次
の
６
項
目
を
基
本
目
標
と
し
て
、

目
的
と
成
果
が
わ
か
り
や
す
い
政
策
を
さ
ら
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

※
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー 

　
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
等
を
適
切
な
割
合
で
混
合
し
、
牛
の
養
分
要
求 

量
に
合
う
よ
う
に
調
製
し
た
飼
料（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
：T

o
ta
l M
ix
e
d
 R
a
tio
ns

） 

を
地
域
の
飼
養
農
家
に
供
給
す
る
組
織
。 

す
べ
て
の
町
民
が

す
べ
て
の
町
民
が 

  

将
来
将
来
に
希
望
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り 

す
べ
て
の
町
民
が 

  

将
来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り 

PROFILE

1955年町内新橋通り生まれ。山
形県立新庄工業高等学校卒業。
74年最上電気株式会社に入社。
97年真室川町議会議員に初当選。
05年真室川町長選で初当選。09
年無投票で再選。２期目は、「町
民とともに行動して活力あるま
ちづくり」を基本理念としてめ
ざし、9つの基本制作を推進して
きた。日本赤十字社山形県支部
評議員、新庄・湯沢地域間高規
格幹線道路建設促進同盟会副会
長等を歴任。趣味は、山登り、
野菜作り、鮎釣りと多趣味。58歳 

   

　
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
と
し
て
、
米

の
良
質
米
生
産
を
基
本
と
し
た
米
と
園
芸
作
物
や
畜
産

に
よ
る
複
合
経
営
を
推
進
し
、
農
業
所
得
を
向
上
す
る

た
め
に
、
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
平
成
29
年
11
月
に
、
第
19
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
畜
産
振
興
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
取
り
組
ん
で
い

る
耕
畜
連
携
強
化
で
あ
る
自
給
飼
料
作
物
の
生
産
供
給

を
確
立
す
る
※
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
め
ざ

し
ま
す
。 

　
商
工
業
振
興
と
し
て
、
地
元
企
業
の
事
業
拡
大
と
雇

用
創
出
・
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
町
有
施
設
を
有
効

に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
林
業
振
興
策
と
し
て
、
林
道
整
備
の
継
続
と
や
ま
が

た
緑
環
境
税
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
梅
里
苑
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
利
用
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。 

　
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
新
た
な
発
想
・
視
点
に
よ

る
商
品
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
新
た
な
産

業
の
創
出
と
所
得
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。 
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す
べ
て
の
町
民
が 

  

将
来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り 

  

　
こ
れ
ま
で
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
の
負
担
軽

減
等
各
種
施
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
の
強
化
と
し
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
子
ど
も
の
発
育
と
発

達
を
支
援
し
、
円
滑
な
就
学
・
学
校
生
活
に
つ
な
げ
る

た
め
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
が
連
携
す

る
体
制
を
整
備
し
、
子
ど
も
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に

付
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
町
立
病
院
の
医
師
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
安
定
確
保
し
、

町
立
病
院
の
運
営
安
定
化
と
診
療
所
の
存
続
を
図
り
、

地
域
医
療
体
制
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
あ
た
り
、
学
習
指
導
員

や
英
語
指
導
補
助
員
等
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
学
習

指
導
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
や
小

中
連
携
教
育
等
を
充
実
す
る
「
梅
の
里
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
は
学
習
支
援

員
を
配
置
し
、
個
別
指
導
や
生
活
支
援
を
充
実
さ
せ
な

が
ら
、
「
一
人
ひ
と
り
の
伸
び
る
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
」
教
育
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
生
涯
学
習
の
充
実
と
し
て
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
の

「
一
人
１
学
習
・
１
ス
ポ
ー
ツ
・
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
専
門
性
の
高
い
職
員
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
に

よ
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
地
域
活
動
を
支
援
す
る
「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
を
継
続
し
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
や
公
民

館
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
、
行
政
委
員
会
や
各
種

委
員
会
で
の
女
性
委
員
比
率
の
目
標
を
30
％
以
上
と
し

て
審
議
内
容
の
充
実
と
活
発
化
を
図
り
ま
す
。 

　
平
成
29
年
２
月
に
、
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。 

   

　「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
内
88

カ
所
の
橋
の
修
繕
工
事
を
進
め
、
安
全
な
交
通
体
制
の

整
備
を
促
進
し
ま
す
。 

　
生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
安
心
・
安
定
し
た
飲
料
水

提
供
の
た
め
、
釜
渕
・
及
位
地
区
の
簡
易
水
道
を
真
室

川
地
区
と
連
結
す
る
上
水
道
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
水
道
未
給
水
地
区
に
滅
菌
処
理
装
置
の
全
額
購
入

補
助
を
行
い
ま
す
。 

　
住
環
境
向
上
の
み
な
ら
ず
、
建
築
業
を
中
心
と
し
た

町
内
経
済
へ
高
い
波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
住
環
境

快
適
サ
ポ
ー
ト
助
成
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
防
災
体
制
の
整
備
で
は
、
各
種
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、

自
助
・
共
助
・
公
助
が
互
い
に
連
携
す
る
た
め
、
も
し

も
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
体
制
を
組
織
化
す

る
「
自
主
防
災
組
織
連
合
会
」
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

   

　
ま
む
ろ
が
わ
大
使
、
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

活
躍
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
よ
る
攻
め
の
Ｐ

Ｒ
で
真
室
川
町
の
認
知
度
を
ア
ッ
プ
し
、
真
室
川
音
頭

全
国
大
会
の
東
京
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。 

   

　
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
収
納
率
向
上
対
策

を
さ
ら
に
強
化
し
、
行
政
課
題
を
効
率
的
に
解
決
す
る

た
め
、
職
員
の
資
質

向
上
、
人
材
育
成
、

組
織
機
構
の
見
直
し
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
り
、
施
策
の
効

果
が
見
え
る
事
業
と

予
算
の
効
果
的
執
行

に
よ
り
行
財
政
力
の

維
持
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

６次産業化意見交換会のようす 

�������������



　　　　　 �� ����������

３月 ４月 

●第72回秋山スキー大会（3/3） 

●こしき寮閉寮式（3/8） 

●消防署北支署　竣工式（3/21） 

●及位中学校閉校記念式典（3/23） 

●真室川町議会議員選挙（3/24） 

●老人クラブ連公開総会（4/26） 

●春季消防演習（4/29） 

●第41回真室川梅まつり観梅会（4/28） 

 

６月 

●木戸安男氏が瑞宝単光章、阿部宗雄氏が瑞宝双光章 

　を受章 

●真室川町小中合同音楽祭（11/1） 

●第21回番楽フェスティバル（11/3） 

●真室川町交通安全町民大会（11/4） 

●婦人芸能祭（11/10） 

●真室川町長に井上薫氏が３選（11/12） 

●真室川町議会議員補欠選挙（11/17） 

●まむろがわ逸品展2013・贈る心（11/22） 

●６次産業化推進大会（11/30） 

●第11回ふるさと子ども伝承祭（12/8） 

 

おさいど（及位地区） 逸品展2013・春まち 「鬼はーそと、福はーうち。」（釜保） 炭俵づくり炭俵づくり（あさひ小あさひ小） 及位中学校閉校記念式典及位中学校閉校記念式典 梅まつり観梅会での輪踊り梅まつり観梅会での輪踊り 

 

運動会運動会（真中、真中、4/27） 

 

差首鍋小学校が差首鍋小学校が「まざれやまざれや」に再生に再生 モンテ選手によるモンテ選手による「夢クラス夢クラス」（北部小北部小） 端午の節句端午の節句（安保、安保、6/６） 「里山づくり楽校里山づくり楽校」で学ぶ　で学ぶ　 スポーツ振興事業助成の交付認定式（7/24） 古河市交流ではんこ作りを体験 
「ローカル路線バス乗り継ぎ人情ふれあい旅」の 

ロケ班が来町（8/7） 真室川まつり・音頭パレード 

防災訓練での消火放水訓練 桂吉弥さん、町のＰＲをお願いします 町民バスツアーで古河市と交流 ふれあい弁当（真小、10/7） 
婦人芸能祭では婦人芸能祭では「うめ子ちゃんうめ子ちゃん」と 

ダンスコラボダンスコラボ 農カルチャレンジフォーラム農カルチャレンジフォーラム（6次産業化次産業化） 
お楽しみ発表会「おむすびころりん」 
（たんぽぽこども園　12/7） 

お楽しみ発表会「おむすびころりん」 
（たんぽぽこども園　12/7） 

炭俵づくり（あさひ小） 及位中学校閉校記念式典 梅まつり観梅会での輪踊り 

 

運動会（真中、4/27） 

 

差首鍋小学校が「まざれや」に再生 モンテ選手による「夢クラス」（北部小） 端午の節句（安保、6/６） 端午の節句（安保、6/６） 「里山づくり楽校」で学ぶ　 

婦人芸能祭では「うめ子ちゃん」と 
ダンスコラボ 農カルチャレンジフォーラム（6次産業化） 

2013
2013年も残すところあとわずかになりました。 

　今年は、東京オリンピックの招致決定、楽天イーグルスが日本 

一となるなど日本中が注目する話題がありました。皆さんにとっ 

てのこの一年を町の出来事と合わせて振り返ってみましょう。 

 

真室川年間ニュース ュース 

●「差首鍋地区生涯学習センターまざれや」がオープン（5/1） 

●第26回梅の里マラソン大会（5/3） 

●モンテディオ山形の選手による「夢クラス」（5/16）　 

●６次産業化意見交換会（5/22） 

●６次産業化推進本部設立（5/28） 

●秋山牧場入牧式（5/29） 

●甑山山開き（6/8） 

●チェリアdeカフェinもがみ（6/12） 

●もがみ観光博オープニングイベント（6/15） 

●八敷代「里山づくり楽校」プロジェクト（6/16） 

●第39回最上広域身体障害者スポーツ大会（6/20） 

●戦没者追悼式(6/27) 

11月 12月 

５月 

2014年もいろんなことに 
チャレンジだ！！ 
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１月 ２月 

●校内書き初め大会（各小中学校） 

●結婚応援事業Sweets Tea Party vol.2（1/20) 

●心の健康づくり講演会（1/23） 

●社会福祉功労者表彰式（1/26） 

●山形県知事に吉村美栄子氏が再選（1/27） 

●まむろがわ逸品展2013・春まち（2/1） 

●釜淵行灯番楽（2/9）、八敷代番楽幕開き（2/10） 

●釜渕かまくら交流会（2/16） 

●ＮＨＫきょうの料理クッキングコンテスト2012・朝ラク　　

　スピード弁当部門・田中貴道さんグランプリ獲得（2/21放送） 

８月 ７月 

９月 10月 

●第38回真室川町防災訓練（9/1） 

●子ども遊び体験天国「えんにち」・健康福祉まつり合同開催（9/8） 

●「敬老会」開催（9/16） 

●全国自作視聴覚教材コンクールで「さっちゃんとコスモス」の紙芝居映像が優秀賞（9/20） 

●桂吉弥さんがまむろがわ大使に就任（9/23） 

●日本一祭り2013（9/29） 

●第22回町民芸術祭、第29回山形県児童生徒版画作品展表彰式（10/6） 

●東京真室川会結成40周年記念総会・町民バスツアー（10/13～14） 

●第9回町民レクリェーション大会（10/14） 

●第35回老人体育レクリェーション大会（10/25） 

●第15回真室川町大収穫祭・ラスト峠サミット（10/27） 

おさいどおさいど（及位地区）及位地区） 逸品展逸品展2013・春まち・春まち 「鬼はーそと、福はーうち鬼はーそと、福はーうち。」（釜保）釜保）  炭俵づくり（あさひ小） 及位中学校閉校記念式典 梅まつり観梅会での輪踊り 

 

運動会（真中、4/27） 

 

差首鍋小学校が「まざれや」に再生 モンテ選手による「夢クラス」（北部小） 端午の節句（安保、6/６） 「里山づくり楽校」で学ぶ　 スポーツ振興事業助成の交付認定式スポーツ振興事業助成の交付認定式（7/247/24） 古河市交流ではんこ作りを体験古河市交流ではんこ作りを体験 
「ローカル路線バス乗り継ぎ人情ふれあい旅ローカル路線バス乗り継ぎ人情ふれあい旅」の 

ロケ班が来町ロケ班が来町（8/7） 真室川まつり・音頭パレード真室川まつり・音頭パレード 

防災訓練での消火放水訓練防災訓練での消火放水訓練 桂吉弥さん、町のＰＲをお願いします 町民バスツアーで古河市と交流町民バスツアーで古河市と交流 町民バスツアーで古河市と交流 ふれあい弁当ふれあい弁当（真小、真小、10/7） 
婦人芸能祭では「うめ子ちゃん」と 

ダンスコラボ 農カルチャレンジフォーラム（6次産業化） 
お楽しみ発表会「おむすびころりん」 
（たんぽぽこども園　12/7） 

おさいど（及位地区） 逸品展2013・春まち 「鬼はーそと、福はーうち。」（釜保） 

スポーツ振興事業助成の交付認定式（7/24） 古河市交流ではんこ作りを体験 
「ローカル路線バス乗り継ぎ人情ふれあい旅」の 

ロケ班が来町（8/7） 真室川まつり・音頭パレード 

防災訓練での消火放水訓練 桂吉弥さん、町のＰＲをお願いします ふれあい弁当（真小、10/7） 

20132013真室川年間ニニュース 真室川年間ニ

●公民館大会・分館対抗軽スポーツ大会（7/7） 

●第27回真室川音頭全国大会（7/7） 

●梅酒「梅里苑」を販売開始（7/7） 

●参議院議員通常選挙（7/21） 

●古河市との少年少女の集い（7/30～8/1） 

●栗田猛士氏が旭日単光章を受章 

●134名の新成人が門出「成人式」（8/14） 

●2013真室川まつり・花火大会（8/16～17） 

 

2013年もはりきって 
がんばるぞ！！ 
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瑞宝単光章の栄誉に木戸安男氏 

瑞宝単光章 

木戸安男氏（西川） 

　木戸氏は、昭和40年に真室川町消防団員になられ、34年の長きに

わたり消防人としてご活躍されました。 

　昭和47年に発生した安楽城中学校寄宿舎の火災の際には、機敏な

行動で消火活動にあたり、民家への延焼を防ぎました。 

　昭和63年に分団長に就任されると、訓練の充実を図り、団員の士

気高揚に努められました。また、災害予防体制の強化にご尽力され、

住民の防災知識の普及活動に大きく貢献されました。 

　今回の受賞は、木戸氏の消防運営の発展に多大な貢献をされた功績

が高く評価されたものです。 

～ごみの減量にご協力ください～ 

瑞宝双光章の栄誉に阿部宗雄氏 

瑞宝双光章 

阿部宗雄氏（滝の上） 

経済産業省感謝状  小松正弘氏 
　毎年12月31日を基準日として、製造事業所を対象に行われる統計調査「工

業統計調査」をはじめ、経済産業省所管の統計調査に尽力された小松正弘

氏（新栄町）が経済産業省感謝状を受賞されました。 

　今回の受賞は、統計調査に対する見識が極めて高く、調査客体の細部ま

で把握しており、迅速かつ的確な統計調査を遂行してきた功績が評価され

たものです。 

　阿部氏は、昭和51年に保護司を委嘱されてから、36年の長きにわ

たり、多くの犯罪者や非行少年の改善再生にご尽力されました。 

　その間、平成17年からは最上地区保護司会理事、平成23年からは

同保護司会副会長を務められ、地区保護司会の中核となり、保護司組

織の充実発展に大きく貢献されました。 

　また、犯罪予防活動においても、常に中心的な役割を担い、再生保

護思想の啓発に寄与してこられました。 

　今回の受章は、阿部氏の保護司としての社会貢献が高く評価された

ものです。 

12月28日（土）～1月5日（日） 
町立病院・診療所  年末年始の休診のお知らせ 

この期間、町立病院・釜渕診療所・及位診療所は休診となります。 
ただし、救急・緊急患者は、町立病院にて受け入れいたします。ご協力をお願いします。 

●お問い合わせ先……町立真室川病院（　 62－2211） 
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●11月のごみの排出量は 

1人1日 723.6gです。 
先月より10.4g増。 

前年同月より52.6g増。 

【お問い合わせ先】 
　最上広域市町村圏事務組合　業務課　 0233－22－2674 
　真室川町町民課環境担当　　　　　　 0233－62－2111

●
１
月
の
地
産
地
消
ウ
ィ
ー
ク
は
、
19
日（
日
）〜
25
日（
土
）で
す
。 

◎
毎
月
19
日
は
「
家
族
団
ら
ん
の
日
」
！！
 

◎
毎
月
19
日
は
「
家
族
団
ら
ん
の
日
」
！！
 

認定和牛改良組合表彰を受賞 
　11月21日・22日の2日間にわたって開催され

た「平成25年度東部ブロック和牛改良組合育成

強化研修会において、真室川町和牛改良組合が

分娩間隔の部で表彰されました。今回の表彰で

は、全国で454組合のうち調査に基づき算出さ

れた平均分娩間隔の平均値上位15組が表彰され

ています。この部門での表彰は、県内初の快挙

で、真室川町和牛改良組合の畜産技術が高く評

価されたものです。 

　　平成26年度の一般（指名）競争入札参加資格審査申請書（追加分）の受付を行います。 

　①建設工事②測量・建設コンサルタントについて、下記のとおり受付を行います。 

●受付期間：平成26年２月３日（月）～平成26年２月28日（金）（土・日・祝祭日を除く） 

●受付窓口：真室川町役場　　建設課施設管理担当 

●申請様式：山形県庁ホームページ（http : //www.pref.yamagata. jp）よりダウンロード、又は 

　　　　　　一般社団法人山形県建設業協会より購入して下さい。 

●お問い合わせ先……真室川町役場　  0233－62－2111　建設課施設管理担当（内線276） 

※詳細は町ホームページの要領を参照してください。 

　可燃ごみ焼却施設「エコプラザもがみ」（鮭川村）では、

２炉ある焼却炉のうち片方を定期修繕により使用できなかっ

たことに加えて、ごみの搬入量が依然として増加傾向にあり

ます。その結果、ピット（写真）内に多くのごみが堆積して

おり、施設に大きな負担をかけています。 

　町民の皆さまの更なるごみの減量化及び分別へのご協力を

お願いします。 

「エコプラザもがみ」からのお知らせ 

～ごみの減量にご協力ください～ ～ごみの減量にご協力ください～ 
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は
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員
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い
し
ま
す
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製
造
事
業
所
の
皆
様
へ 

　現在、サッカーくじtoto助成金の交付を受けて、真

室川町総合運動公園多目的広場の芝張り変え工事を実施

しています。 

　多目的広場の芝は、使用開始から13年が経過し状態

も悪くなっており、使用者から整備の要望がありました

が、今回の工事により新しく良好な野芝コートに張り替

えられます。 

　工事は来年度５月に完成予定で、芝の根の生育期間を

考えて、来年９月頃のオープンを目指しています。 

●選挙資格 

　①平成26年1月1日現在において真室川町に住所がある人 

　②平成26年3月31日現在において年齢満20歳以上の人 

　③10a（１反歩）以上の農地につき年間おおむね60日以上農業に従事している人。及びその同 

　　居の親族または配偶者であること 

●お問い合わせ先…真室川町農業委員会事務局　 62－2111（内線265） 

農業委員会委員選挙人名簿は、「農業委員会等に関する法律」により、有権者からの申請に基

づき、毎年1月1日現在の選挙資格を調査し調整しています。12月中に各農家世帯に配布され

た申請書を期日までに提出されないと、農業委員会委員選挙人名簿に登録されません。平成

26年１月10日（金）まで、忘れずに提出をお願いします。 

・総務課長　 佐藤　佐幸（福祉課長） 

・企画課長　 大友美喜男（企画課長補佐） 

・総務課長　 新田　隆治（12月15日付け） 

異動  ・町民課長　 庄司　喜一（企画課長） 

・福祉課長　 　橋　秀一（町民課長） 

　12月16日付けで、次のとおり町職員の人事異動がありました。 

　12月16日（月）に第１回真室川町教育委員会臨時会が開催され、真室川町の教育委員の体制が変わりました。 

教育長　新田隆治氏（南町） 

　任期満了により退職された 

竹田氏に代わりに、教育長に 

任命されました。任期は、平 

成29年12月15日までの４年 

間です。 

教育委員長　土田稔氏（野々村） 

　12月定例議会で再任されま 

した。任期は、平成29年12月 

24日までの４年間です。 

退職  

12月15日に任期を終えました。 竹田　嘉里氏（教育長） 
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　11月末で任期満了となった民生委員・児童委員に代わり、新たに
38名（２名は主任児童委員を兼務）の方々が選任され、12月１日厚
生労働大臣並びに山形県知事からの委嘱状が交付されました。民生委
員・児童委員は地域の高齢者や障がいを持った方々の相談に応じ、必
要な援助を行ったり、子どもたちの健全な育成の手助けを行う重要な
役割を持った、地域には欠かせない福祉の推進役です。 
　民生委員・児童委員は、相談者の人格尊重と秘密保持には特に留意
し職務にあたりますので、生活上の心配ごと、悩みごとなど気軽にご
相談ください。 

関　栗 

川ノ内下 

安久土 

平岡下 

新田平岡 

野々村 

東町一 

東町ニ 

宮町一 

宮町ニ 

元　町 

新栄町 

末広町一 

宮　沢 

新橋通り 

木ノ下 

新　町 

釜渕四 

釜渕一 

沓澤　　章 

新田　睦子 

小野　孝子 

松澤　榮子 

　橋　政見 

土田多賀子 

梁瀬　純一 

佐藤　惣司 

伊藤　正三 

杉原　　茂 

三宅　源基 

　橋　　博 

沓澤　紀雄 

　久　道夫 

梁瀬美惠子 

佐藤　公一 

梁瀬　平吉 

青山　茂雄 

栗田　瑞子 

６２－２５２３ 

６２－３６８３ 

６２－２３１２ 

６２－４０１４ 

６２－３８０７ 

６２－３２５０ 

６２－３１８２ 

６２－４０９７ 

６２－３０２６ 

６２－２６３０ 

６２－２１００ 

６２－２３９７ 

６２－２６６９ 

６２－３１８７ 

６２－２４９１ 

６２－２７９９ 

６２－３９３２ 

６５－２９１５ 

６５－２５５９ 

関栗　荒木 

 

安久土　高沢 

 

 

 

東町一 

東町二　　　 

宮町一 

宮町二 

 

新栄町 

 

宮沢　秋山　　 

新橋通り 

 

新町　内町 

三滝　釜渕四 

春木　釜渕一 

地　区 氏　　名 電話番号 担当地区 

釜渕二 

釜渕三 

釜渕五 

八敷代 

大　滝 

新及位 

塩根川 

旧及位 

川舟沢 

大　向 

砂子沢 

小　国 

野　崎 

田　郎 

中　村 

大　平 

平　枝 

平岡下 

釜渕二 

大友亀代司 

小野　和子 

榎本　　孝 

佐藤　洋子 

庄司ユイ子 

中川　直美 

栗田　　満 

　橋ヨシ子 

佐藤　文子 

佐藤　貴広 

小野キヨミ 

沓澤　宗男 

新田　明美 

　橋　　明 

　橋　栄一 

伊東喜美子 

井上冨美芳 

　橋　良一 

松澤　栄子 

６５－２６２０ 

６５－２６４５ 

６５－２１８７ 

６５－２４３９ 

６６－２１０４ 

６６－２００７ 

６６－２４０５ 

６６－２０１０ 

６３－２６３９ 

６３－２７２５ 

６３－２３０６ 

６３－２２１７ 

６３－２０４７ 

６３－２２５０ 

６３－２９８７ 

６３－２８０４ 

６３－２１３６ 

６２－４０２１ 

６５－２６２７ 

釜渕二  　　　 

釜渕三　　　 

釜渕五・六 

八敷代 

大滝　鏡沢 

 

塩根川　　 

旧及位　田代 

 

大向　下村 

砂子沢 

 

 

 

　　 

　　 

 

（主任児童委員） 

（主任児童委員） 

地　区 氏　　名 電話番号 担当地区 

木ノ下 
梅の里 

曙町　本町 
元町 

野々村 
長沢前　南町 

平岡上・下 
漆坊 

川ノ内上・中 
・下 

新田平岡 
糸出　共栄 

末広町一・二 
栄町　駅西 

新及位 
朴木沢 

川舟沢 
上・下小又 

小国　谷地 
西郡 
小川内　野崎 
内の沢 
広倉　矢の沢 
巣子　田郎 
山屋　滝の上 
中村　沼田 

大池　谷地の沢 
大平 
平枝　高坂 
西川 
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　11月６日、第２回真室川町子ども・子育て会議が開催され、「子ども・子育てニーズ調査」
の質問事項について検討されました。 
　この検討結果を踏まえ、町では11月中旬に、未就学児や小学校４年生までの子どもをお持
ちの保護者の方々に「子ども・子育てニーズ調査」をお願いし、８割以上の方から回答をいた
だきました。ご協力、誠にありがとうございました。 
　今回の調査結果は、平成26年度に策定する「子ども・子育て支援計画」の基礎データとし
て活用し、総合的な子育て支援施策につなげてまいります。 

●お問い合わせ先…福祉課　 62－3436
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③ 農カルチャレンジフォーラム開催 

① 全国米・食味コンクールで金賞 

② ま む ろ が わ 逸 品 展 開 催  

　11月30日（土）、イベントハウス遊楽館で、
真室川町６次産業化推進大会「農カルチャレ
ンジフォーラム」が開催されました。㈱鈴乃
家代表取締役鈴木俊雄氏の講演に始まり、パ
ネルディスカッション、ワークショップと多
彩な催し物が行われ、６次産業化への盛り上
がりを実感できた大会となりました。 

　11月23日・24日の2日間、宮城県七ヶ宿
町で「第15回米・食味分析鑑定コンクール」
が開催されました。栽培別部門の水田環境特
A部門で、真室川町こだわり米生産組合の齋
藤賢人氏（釜渕１）の出品した「コシヒカリ」
が、金賞を受賞しました。過去にも町内生産
者の方々が努力し、丹精込めて作られた米が
同コンクールで、多数賞に輝いています。 

　12月７日（土）、真室川町学校新聞コンク
ールの表彰式がイベントハウス遊楽館で開催
され、町内の小中学校関係者が表彰されまし
た。真室川新聞販売所創立60周年となる今
年は、コンクールも第10回の節目というこ
とで記念コンサートも行われ、美しいバイオ
リンとピアノの演奏が披露されました。 

④ 第10回真室川町学校新聞コンクール表彰式 

　12月10（火）、民生委員・児童委員と食生
活改善推進員の方々が中心となり、ふれあい
民食訪問が行われました。町内の一人暮らし
高齢者等の対象世帯を訪問し、温かい炊き込
みご飯、真室川中学校と高校生ボランティア
の生徒が作成したメッセージカード等を手渡
しました。食べ物だけでなく、温かい気持ち
も届ける訪問となりました。 

⑤ ふ 　 れ 　 あ 　 い 　 民 　 食  

　11月22日（金）、イベントハウス遊楽館で、
「まむろがわ逸品展」が開催され、平日の夜
にもかかわらず多くの来場者で賑わいました。
逸品展は、町内の特産品の作り手と直接会話
をしながら、試食や購入が出来る人気のイベ
ントです。今回はテーマを「贈る心」とし、
各出展者から工夫を凝らした「まむろがわギ
フト」の提案がありました。 
　食生活改善推進協議会の郷土料理のふるま
いや、県内有名店のシェフが作る真室川の食
材を使った料理の試食に加え、新たな取組と
して買い手（バイヤー）向けの商品紹介の時
間が設けられ、真室川ブランドを大いにPR
しました。 

無料ワクチン44人分相当のキャップを贈呈 
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近藤麻未さん 　橋柚貴さん 

⑦ ⑥ 

⑨ ⑧ 

⑦ 交 通 安 全 県 民 運 動  

　12月１日～10日までの期間、「冬の交通安全県
民運動」が行われました。 
　６日（金）には、交通安全関係団体の皆さんが、
飲酒運転撲滅を呼びかけるチラシの配布や、町内
飲食店に交通安全母の会で作成した啓発物の配布
を行いました。 

⑥ 平成25年度除雪安全祈願祭  

　12月２日（月）、除雪安全祈願祭が真室川町除雪

ステーションで行われました。町道166kmを計画

道路とし、除雪機械19台、オペレーター32名体制

で町道の除雪作業にあたります。 

⑨ 将 来 に 繋 ぐ 郷 土 料 理 教 室  

　11月29（金）、健康管理センターで、若いお母さん
方へ郷土料理を伝えるための料理教室が開催されまし
た。食生活改善推進協議会推進員が講師となり、昆布
巻きや大黒なますなど正月料理を学びました。 

⑧ 北部小ペットボトルキャップ贈呈 

　11月29日（金）、真室川北部小学校ハッピースマイ
ルボランティア委員会が、全校と地域の人と協力して
キャップを集め、山形銀行に贈呈しました。その後、
施設内を見学して、銀行の仕組みを学びました。 

無料ワクチン44人分相当のキャップを贈呈 無料ワクチン44人分相当のキャップを贈呈 
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　今年度、真室川中学校では、山形県教育委員会からの指定を受け、「教育山形『さんさん』

プラン」による教育効果を活かした、「子ども同士が精一杯考え合い、表現し合う授業」づく

りと、そのために必要とされる、教職員の「学習指導力」、「生徒指導力」、「特別支援教育力」

が統合された「担任力」の向上を図り、日常的な授業改善を展開してきました。 

　山形大学教職大学院や最上教育事務所からの講師派遣を受け、昨年度から大幅に回数を増や

した校内研究会を実施し、「担任力」の向上を進めてきましたが、今年度の取り組みを通じて

生徒や教職員の様子にも大きな変化が見られ、学校及び教育委員会でも大きな成果を感じてい

るところです。 

　11月28日に山形ビッグウィング

で開催された実践報告会をもって、

今年度開催される山形県全体での事

業は一区切りとなりましたが、真室

川町では、今後も今年度事業の成果

と課題を踏まえた研究の継続や、小

中連携事業を通した各小学校との連

携を進め、子どもたちの「学びの質」

の向上に努めていきたいと考えてお

りますので、保護者や地域の皆様の

ご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。 

親から子へ、子から孫へ 

「第11回ふるさと子ども伝承祭」 「第11回ふるさと子ども伝承祭」 
　ふるさと子ども伝承祭が12月８日（日）、中央公民館にて開催されました。この事業は、

町内の各地域や小学校において伝承芸能の継承活動を行っている団体が日頃の活動の成果を

披露する場で、10団体が出演しました。また今年は、特別出演として大蔵村の合海田植踊

りが出演、町内に無い芸能で、会場を魅了しました。 

　真室川町には多くの伝承芸能が残されていますが、継承し続けていくことは大変なことで

す。今後も守り続けていけるよう子ども達の発表の場を設けていきたいと思います。 

トップを飾った平枝少年番楽 及位の童歌 
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冬のお風呂は危険がいっぱい！！ 
　寒い冬、冷えた身体で熱いお湯につかるのを好む人も多いですが、そこに

は危険がたくさんあります。冬は、入浴中の事故が他の季節より３倍も高い

ことが報告されているように、急激な温度変化は、血圧の変動や脈拍の急増

につながり、心筋梗塞、脳卒中等を引き起こしやすくさせます。そのため、

特に高齢者は注意が必要です。次の事に注意して、安全・安心な冬の入浴を

楽しみましょう。 

男子厨房に立つ！！ 
　12月３日、食生活改善推進協議会による男性のための料理教室

が開催されました。今回のメニューは、メンチ風コロッケとタコ

キムチ、鮭の根菜みそ汁。メニューは毎回異なるため、参加者の

皆さんのレパートリーも増え家族に喜ばれているそうです。第二

回の料理教室は２月５日（水）の予定です。また、一味違う料理を

ご紹介しますので、男性の皆さん、ぜひご参加下さい！ 

●参加対象者：男性であればどなたでも可能 

●参 加 申 込：お近くの食生活改善推進員または役場福祉課まで 

●この記事に関するお問い合わせは……………役場福祉課まで　 ６２－３４３６ 

安全なお風呂の８つのポイント 

1.こんな時は、入浴を控えましょう！ 
　★体調が悪い時・お酒を飲んでから・食べ 

　　てすぐ（30分～１時間以内) 

　★血圧降下剤、安定剤、睡眠薬を服用した後　 

　★早朝 (シャワーだけにとどめましょう) 

2.脱衣所・浴室の温度差に注意！ 
　★脱衣所は暖房機で暖め、浴槽はふたを開 

　　け、シャワーで暖めましょう。 

3.お湯の温度は41度以下にする！ 
　★熱いお湯は血圧を上昇させます。 

4.入浴前後十分な水分補給をする！ 
　★入浴すると発汗や利尿作用が活発になり 

　　ます。 

5.入浴前かけ湯をする 
　★足、腰などからお湯をかけ体を慣らしま 

　　しょう。 

6.一言かけてからお風呂に入る、家族は 
　頻繁に声がけをする 
　★異常があった時、早めに気づく事ができ 

　　ます。 

7.浴槽のふたを目の前に置き半身浴 
　★もしもの時ふたによりかかることができ 

　　ます。半身浴は心臓への負担を軽くします。 

8.あがる時はゆっくりと 
　★急に立ち上がると血圧が低下します。た 

　　ちくらみに注意しましょう。 

～男性のための料理教室開催～ 

はつらつ元気教室第２回目開催 
　足・腰が弱ってきた、体力が落ちてきたと感じる方に、気軽にできる体操をご紹介します。一緒 

に楽しみながら元気になりましょう。参加希望の方は、福祉課保健師までご連絡下さい。 

●期日：平成26年１月29日（水) 

●時間：午前10時30分～11時30分 

●場所：ヘルスケアセンターまむろ川　２階　交流ホール「ほほえみ」 

●内容：ロコモ予防体操「しゃんしゃん体操」他 

　　　　講師：山形県健康づくり推進機構　佐々木　紀子氏 
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●お問い合わせ先 
　　　真室川町子育て支援事業について……町民課 住民担当　 ６２－２１１１（内線２３４） 
　　　子育て支援医療証（◯）について………　　　〃　　　 　 ６２－２１１１（内線２３３） 

子育て支援医療証について 

真室川町の子育て支援事業 

　中学生以下のお子さんの医療費は、子育て支援医療証を病院などで提示することにより、医療費 

を支払うときに軽減を受けることができます。 

（ただし、食事代・部屋代や保険が適用されない分は除きます。） 

≪対象となる方≫ 

　　　●中学生以下のお子さん（中学校を卒業するまで） 

≪医療証の交付申請に必要なもの≫ 

　　　①お子さんの保険証　②印かん（認め印） 

　　　③平成25年１月２日以降に真室川町に転入した場合は、お子さんを扶養している方の源 

　　　　泉徴収票、所得証明書など。 

　　　　※申請が必要な場合…「６歳以下のお子さんの医療証更新」（毎年誕生月に案内あり） 

　　　　　　　　　　　　　　「出生」「転入」「小学生及び中学生の入院」 

【注意】◯の医療証は、山形県外では使用できません。 

　　　　県外で病院等を受診したときは、保険証を提示して医療費をお支払いください。 

　　　　後日、支払った医療費の返還手続きができます。 

≪医療費の返還手続きに必要なもの≫ 

　　　●◯の医療証　●病院などの領収書　●印かん（認め印）　●金融機関の通帳 

 

　真室川町では、中学生以下のお子さんが病院などで支払った医療費の助成を受けることができます。 

（ただし、食事代・部屋代や保険が適用されない分は除きます。） 

≪対象となる方≫ 

　　　●小学生以下のお子さん（領収日の翌日から２年以内のもの） 

　　　●中学生のお子さん　　（平成24年７月診療分から） 

≪医療費の返還手続きに必要なもの≫ 

　　　●お子さんの保険証　●病院などの領収書　●印かん（認め印） 

　　　●金融機関の通帳 

【注意】 

　　　●平成25年７月から中学生以下のお子さんに◯の医療証が交付されているため、平成25年６ 

　　　　月30日までに受診した分が対象になります。 

　　　●中学生のお子さんが小学生の頃に支払った医療費も、対象になります。 

　　　●領収日が２年を過ぎたものは、対象になりません。 

医療証の交付・医療費の返還は、役場町民課窓口でお手続きください。 
　※手続きに必要なものは、お忘れなく。 

子 

子 

子 

対象の領収書をお持ちの方は、お早めにお手続きください。 

子 
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「介護者のつどい」を開催しました 

　河北町に紅花染め体験にでかけました。ハンカチが紅花の紅い色に染まり、それぞれの個性が出

た世界に一つの素晴らしい作品ができあがりました。日頃介護をしているみなさんには、よい気分

転換となったようです。 

　自宅で家族を介護している介護者の心身の負担を軽減するため、「介護者のつどい」を開催し 

ました。当日はショートステイやデイサービスなどの介護保険サービスをご利用いただき、介 

護の心配をせず安心して参加していただきました。 

●お問い合わせ先……介護・福祉サービスで心配なことがあれば、何でもご相談ください!!

地域包括支援センター（福祉課内） 　 64－1525

介護者の心身の負担軽減のために 今年も 

　今年度は初の試みとして、認知症介護者に限定し

た認知症教室を開催し、認知症の方を介護するうえ

での悩みや思いを語っていただく場を設けました。 

　特別養護老人ホーム福寿荘の笹原援助主査にコー

ディネーターを務めていただきグループワークを行

っていくと、「家族はいるが介護をしているのは自

分一人で負担だ」、「毎日が戦いのようだ」などの

日々の介護についての思いが出されました。同じ悩

みを抱える仲間として語り合い、情報交換していた

だく機会となりました。 

　認知症の方の介護には、地域の理解が不可欠と言

われています。そこで、第２回目の介護者のつどい

では、認知症介護研究・研修仙台センターの矢吹知

之主任研究員を講師に迎え、『認知症の人を地域で

支えていくために私たちが知っておきたいこと』と

題して講演いただきました。 

　認知症を正しく理解するために身近な話題

を交えながらのお話に、「認知症について知

るいい機会となった」、「今後の介護の励みに

なった」という声が聞かれました。 

（毎週月曜日には、専門相談窓口も開設しています。お気軽にご相談ください。） 

がんばらない介護！ 
怒らない、大きな声を 

出さない。 
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お便りをお待ちしています 
●地域の情報をお待ちしております。町内のサークル・ 
　団体・イベントなどのお知らせ欄としてご利用下さい。 

〒999－5312 
真室川町大字新町127-5 
　　真室川町役場企画課 
　　TEL 62－２１１１（内線223）※毎月10日必着 
　　FAX 62－２７３１ 
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雇用形態 

給　　料 

日勤 

遅番 

早番 

夜勤 

職　　種 看 護 師  

正社員 
（短時間パート可) 

正社員 
（短時間パート可) 

１名 ２名 

8：30～17：00

11：00～19：30 

 7：00～15：30

16：30～9：00

准看護師 介 護 員  

採用人数 

就
業
時
間 

非常勤 

基本給 
201,000～207,600円 

基本給 
163,000～174,200円 

時給 
780～800円 

凍
結
な
ど
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
踏
切
の
前
で
は
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
で
、
し
っ
か
り
一
旦
停
止
を
。 

　　　　　�� ������������
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・11/11～12/10までの届出をご家族の同意を得て掲載しています。 

おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

茂木　雄智 

佐藤　慈眞 

押切　由梛 

もぎ  たけとも 

さとう  じま 

おしきり  ゆうな 

男 

男 

女 

雄　一 

祐　司 

元　気 

釜渕二 

矢の沢 

新及位 

柴田　サチ 

沓澤ムツ子 

　田　イネ 

佐藤　友次 

佐藤　勝郎 

庄司　清二 

小野クニ子 

佐藤　て� 

佐藤　惣治 

佐藤シゲ子 

溝渕なほゐ 

柿崎　勝 

しばた  さち 

くつざわ  むつこ 

つちだ  いね 

さとう  ともじ 

さとう  かつろう 

しょうじ  せいじ 

おの  くにこ 

さとう  てい 

さとう  そうじ 

さとう  しげこ 

みぞぶち  なほい 

かきざき  かつのり 

99 

85 

93 

81 

92 

93 

79 

109 

74 

85 

102 

90

幸太郎 

吉　治 

孝　志 

利　一 

勝　博 

元　一 

正　広 

貴　広 

真喜夫 

保 

小師誠子 

勝　治 

巣　子 

上小又 

長沢前 

西　川 

新栄町 

下　村 

谷　地 

大　向 

塩根川 

宮町一 

南　町 

漆　坊 

ふりがな 性別 地区名 保護者 氏　名 

ふりがな 年齢 地区名 世帯主 氏　名 

（敬称略） 

◯中央公民館図書室（　62－2305） 問 

●「おたすけてんぐ」 

　「困っている人はござらぬか」おた 

すけてんぐが参上！しかけが飛び出す 

絵本です。（幼児から） 

長谷川義史/作　教育画劇/刊 

●「無垢の領域」 

　世界にたったひとり、嫉妬を知らな 

い女がいた。直木賞を受賞後、第１作 

となる小説です。（一般向け） 

桜木紫乃/著　新潮社/刊 

今月の新着図書のご案内 

��

����������	�����������������

�����������		���
������

（　）は前月比 （　）は前年同時期 

町の人口 

世帯数 

人　口 

男 

女 

11月31日現在 11月中の異動 

2,876戸(△ 5) 

8,759人(△22) 

4,191人(△ 6) 

4,568人(△16)

3人(　3) 

15人(13) 

8人(　9) 

18人(　9)

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

12月 12月 

●
１
月
の
納
税
は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者
保
険
料
で
す
。お
忘
れ
な
く
！ 
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県内で次の事業を営む使用者に使用される労働者（臨時、 
パートタイマー、アルバイト等を含む。）に適用される特 
定（産業別）最低賃金が改正されました。 

※なお、上記に該当しない労働者は、山形県最低賃金（1時間665円） 
　が適用になります。 

○山形労働局労働基準部賃金室（　023－624－8224） 

電気機械器具等製造業 

一般産業用機械等製造業 

自動車・同附属品製造業 

自動車整備業 

山形県の特定（産業別）最低賃金 最低賃金額 効力発生日 

１時間 

１時間 

１時間 

１時間 

740円 

754円 

756円 

758円 

H25.12.25

問 



　　　　　 �� ����������

広
報
 

2
0
1
3
．
1
2
月
号
 
発
行
・
編
集
　
真
室
川
町
役
場
　
       企

画
課
 

〒
9
9
9
－5
3
1
2
　
山
形
県
最
上
郡
真
室
川
町
大
字
新
町
1
2
7
－
5
　
T
E
L
 0
2
3
3（
6
2
）
2
1
1
1
　
F
A
X
 0
2
3
3（
6
2
）
2
7
3
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp：
//
w
w
w
.y
u
m
e
－
n
e
t.o
rg
/

「広報まむろがわ」は再生紙と環境に優しい 
植物油インキを使用しています。 

表
紙
の
紹
介 

「
あ
さ
ひ
小
教
育
の
日
」 

開
催 

　
11
月
24
日（
日
）、
真
室
川
あ
さ
ひ
小
学
校 

（
校
長
：
　
橋
正
彦
）で「
あ
さ
ひ
小
教
育
の
日
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
の
日
は
、
「
学
校

が
児
童
に
と
っ
て
よ
り
充
実
し
た
学
び
場
に
な

る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
る
日
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
設
定
さ

れ
た
日
で
、
今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
公
開
授
業
や
全
校
合
唱
、
佐

藤
栄
起
氏
（
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
園
長
）
に

よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

鮭延秀綱物語 鮭延秀綱物語 郷土の英傑 郷土の英傑 ５ 

五
、
秀
綱
、
鮭
延
城
入
場
と
武
藤
義
氏
自
刃 

　
武
藤
氏
が
秀
綱
を
鮭
延
郷
に
す
ぐ
に
返
さ
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
三
つ
あ
る
。
秀
綱
が
若
年
と
は
い
え
聡
明

な
資
質
を
持
っ
て
い
る
と
見
抜
い
た
こ
と
。
自
ら
も
人

質
で
な
く
小
姓
と
し
て
面
倒
を
見
て
き
た
こ
と
。
そ
し

て
将
来
、
最
上
と
の
対
決
を
考
え
る
と
、
秀
綱
を
鮭
延

郷
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
庄
内
の
利
益
に
な
る
と
に
ら

ん
だ
こ
と
。 

　
よ
っ
て
武
藤
氏
は
秀
綱
が
二
十
一
歳
に
な
る
ま
で
、

小
姓
と
し
て
現
鶴
岡
市
大
山
尾
浦
に
置
き
、
天
正
十
（
一

五
八
二
）
年
の
冬
に
鮭
延
城
に
か
え
し
、
大
山
の
城
代

と
秀
綱
を
入
れ
替
え
た
。 

　
武
藤
義
氏
は
強
引
な
戦
略
を
得
意
と
し
た
た
め
、
家

臣
が
不
信
を
募
ら
せ
、
天
正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
一

月
、
家
老
前
森
蔵
人
の
裏
切
り
に
あ
い
、
自
刃
し
た
。 

　
秀
綱
は
義
氏
に
正
月
礼
（
新
年
の
挨
拶
）
に
行
き
、

義
氏
に
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
い
け
」
と

い
わ
れ
、
そ
の
反
逆
・
自
刃
の
一
部
始
終
を
見
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

　
前
森
は
、
義
氏
に
「
雪

も
消
え
た
し
（
秋
田
の
）

由
利
の
陣
に
立
つ
べ
き
だ
」

と
進
言
し
、
行
く
と
見
せ

か
け
て
軍
勢
を
と
っ
て
返

し
、
義
氏
を
自
刃
さ
せ
た
。

そ
の
時
、
秀
綱
は
ま
だ
戦

陣
に
立
っ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
が
、
羽
黒
山
の
僧
兵

の
首
を
取
り
義
氏
に
見
せ

る
な
ど
、
義
氏
に
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
一
心
で
前
森

の
軍
と
相
対
し
た
。
ま
た
、
義
氏
が
自
害
し
た
ら
、
自

分
も
後
を
追
う
と
い
う
気
概
も
見
せ
た
。
秀
綱
は
義
氏

に
庇
護
さ
れ
て
い
た
せ
い
か
、
前
森
蔵
人
や
庄
内
家
臣

団
の
空
気
を
読
め
ず
に
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

　
し
か
し
、
小
姓
時
代
に
世
話
を
し
て
く
れ
た
庄
内
（
前

森
蔵
人
方
）
の
侍
で
あ
る
中
村
内
記
、
弟
孫
八
郎
兄
弟

は
蔵
人
に
「
忠
義
で
義
氏
の
最
期
と
共
に
す
る
と
覚
悟

し
た
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
義
理
堅
い
方
だ
。
こ
れ

か
ら
も
疎
略
に
扱
う
べ
き
で
な
い
。
」
と
進
言
し
た
。

秀
綱
は
助
か
り
庄
内
武
藤
氏
の
一
大
転
機
を
見
て
鮭
延

城
に
帰
っ
た
。 

　
庄
内
は
義
氏
の
自
刃
で
、
そ
の
後
は
何
も
お
こ
ら
ず

治
ま
っ
た
。
前
森
は
屋
形
に
な
れ
た
が
、
丸
岡
兵
庫
（
義

氏
の
弟
、
義
興
）
を
屋
形
に
置
き
、
自
ら
は
東
禅
寺
（
現

酒
田
市
）
を
治
め
、
東
禅
寺
筑
前
と
名
乗
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
真
室
川
町
歴
史
研
究
会
） 

 

秀
綱
が
真
室
川
か
ら
古
河
に
持
っ
て
行
っ
た
と
さ
れ
る
観
音
像(

鮭
延
寺
所
蔵)

1/17 
（金） 

1/23 
（木） 

〜 

書
き
初
め
展 

真
室
川
町
小
中
学
校 

真
室
川
町
中
央
公
民
館
　
研
修
室
１
・
２ 

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時 

開
場
時
間 

会
　
　
場 

※
23
日
は
午
後
３
時
終
了 

え
い 

き 
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月 月 

広
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真 室 川 町 役 場  
総 合 保 健 施 設  
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町 立 真 室 川 病 院  
釜 渕 診 療 所  
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まむろ川温泉梅里苑 
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■ 
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土 
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赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 

大安 

赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 

大安 

赤口 

先勝 

友引 

先負 

仏滅 
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友引 

先負 

仏滅 
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友引 
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仏滅 

大安 

先勝 

元旦　路線バス運休（～1/3） 

 

 

 

 

官庁仕事始め　消防団無事故無災害祈願祭、健康相談・認知症相談（総保、9：00～）、始業式（真中） 

校内書き初め会（真小）、始業式（真小・あさひ小・北部小） 

遊びの広場（総保、9：30～）、始業式（真高） 

遊びの広場（ふれ安、9：30～）、校内書き初め会（北部小） 

遊びの広場（釜多、9：30～） 

親子体験塾（なしだんご作り、学セン）、土曜開放（こども園、9：30～）、大自然にい～っぽinめんごキャンプ（神室少、～12日） 

 

成人の日 

わんぱく広場（総保、9：30～）、開放保育（安保） 

フリー参観（～16日、北部小） 

遊びの広場（ふれ安、9：30～）、開放保育（釜保） 

書初め展（～23日、中公）、避難訓練（あさひ小）、３年神室スキー授業（真高） 

真室川町社会福祉功労者表彰式（遊楽館、10：00～） 

ノーテレビ・ノーゲームデー（あさひ小） 

健康相談・認知症相談（総保、9：00～） 

わんぱく広場（釜多、9：30～）、すくすく教室（総保、9：30～） 

遊びの広場（総保、9：30～） 

3年蔵王スキー研修（真高、～24日） 

開放保育（こども園） 

スキー大会準備（あさひ小）、神室キッズクラブ（神室少） 

校内スキー大会（あさひ小・北部小）、神室ウインターフェスティバル（神室少） 

健康相談・認知症相談（総保、9：00～） 

３才児健康診査（総保、13：00～）、わんぱく広場（ふれ安、9：30～） 

はつらつ元気教室（総保、10：30～） 

 

国民健康保険料、後期高齢者保険料第７期納期限 

 

◎
中
公
…
…
真
室
川
町
中
央
公
民
館
　
◎
総
保
…
…
総
合
保
健
施
設
　
◎
町
体
…
…
町
民
体
育
館
　
◎
総
運
…
…
総
合
運
動
公
園 

◎
ふ
れ
安
…
…
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
安
楽
城
　
◎
釜
多
…
…
釜
渕
多
目
的
集
会
施
設
　
◎
学
セ
ン
…
…
差
首
鍋
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー   

◎
神
室
少
…
…
神
室
少
年
自
然
の
家 

－地区の主な行事－ 

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 

－地区の主な行事－ 

・12日（日）第26回おさいど（南町） 
・15日（水）熊野神社おさいど（安久土） 
・16日（木）新年会（栄町） 



　　　　　


